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生ごみの保存状態が臭気発生特性に及ぼす影響について

奈良女大家政　○光田恵磯田憲生　梁瀬度子　久保博子

【目的】前報い2)までに生ごみ臭について，生ごみの材料および保存温度によって臭気発

生特性において大きな違いがあることを報告した。本報では，生ごみの水切り状態および

生ごみの切断方法が臭気発生特性に及ぼす影響について把握し，臭気の観点から生ごみの

適切な処理・保存方法を検討した。

　【方法】生ごみ試料として，野菜・果物・魚・茶がらを混合した試料を作成し，水切り状

態をネットにいれた生ごみに水をかけ，しばった状態. 10分放置, 5分放置の３条件，切

断方法も5 cm, 1 cm角，ﾃｨｽﾎﾟ-r-加工の３条件に設定し，それぞれ密閉容器の中へ入れ

た。保存温度は20°C,測定期間は５日間とした。生ごみ臭の測定は，密閉容器の中に流量

3 l/minの新鮮な空気を送り込み. 5 1サンプリングバックに採集した臭気試料を用いた。

測定項目は，官能検査による臭気濃度, 6段階強度評価, em皆不快度評価および機器測

定によるにおいセンサー値，全炭化水素濃度，検知管法によるアルコール濃度，脂肪酸濃

度，アミン濃度. 硫化水素濃度である。

　【結果】水切り状態別では，含有水分量が多くなるほど臭気発生量は増加し，不快度も高

くなる傾向がみられた。また，切断方法別においても細かく切断されるほど臭気発生量が

増加する傾向がみられたが，前報の保存温度の違いによる差ほど大きくなく，密閉型での

保存において温度が臭気発生特性に最も影響を及ぼしていることが明かとなった。
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　目　的　　本研究室では，住宅居間における視環境要素の中でも，居住者の自由なしつらいと関係がある

　室内装備要因を取り上げ，その心理的影響を検討しているがその研究の一環として本研究では居間におけ

　る色彩の而積構成に特に着目し，その配置，色彩. 柄などがどのように室内雰囲気に影響しているかを検

　討した。

　友ゴれ　　住宅雑誌などから選んだ実際の居間の写真をCRT画像処理により，装備要因，色彩とその面

　積の割合および配置, 柄などの要因を組み合わせ，合計9 3種の評価対象を作成した。それらをスライド

　に撮影し，実験室にて映写したものを，m者に観察させ，2 4の形容詞対について７段階SD法で評価

　させた。

　結　果　　居間の雰囲気評価のS [)得点をもとに因子分析を行った結果より, 4因子か析出され. 第I因　--

　子を価値(Evaluation),第ｎ因子を活動性(Activity), 第Ⅲ因子を開放感(Openness),第IV因子を暖か

　さ(Warmness)と意味づけた。今回の研究では，色彩面積の配置による影響はあまりみられなかった。また，

　色相は５ B，5 YRの２種を用いたかその影響か大きい為. 色相別に考察した。室の居住性，質的な良さ

　(価値囚子)に関する項目には, 5 Bは装備要因が. 5YRは明度か，室の快活感,開放感に関する項目

　には, 5 Bは明度か, 5 YRは色面積の占める割合がそれぞれ影響を及ぼしており.また，暖かさに関す

　る項目は. 5 B, 5 YRともに装備要因に影響を及ぼしていることかわかった。また，色相にかかわりな

　く快･IS感,暖かさに関する項目には柄物が，開放感には無地のものかブラスの影響を与えていることが明

　らかとなった。
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